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伊丹市教育委員会事務局　

保健体育課長　
５類感染症への移行後の学校における新型コロナウイルス感染症対応について
保護者の皆様におかれましては、平素より本市の教育活動にご理解ご協力をいただき、厚く感謝申し上げます。
さて、これまで本市では、文部科学省による「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」に基づき、新型コロナウイルス感染症対策を実施してまいりましたが、この度、新型コロナウイルス感染症が、令和５年５月８日付で、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成１０年法律第１１４号）上の５類感染症に移行することとなりました。

これに伴い、５類感染症への移行後の学校における新型コロナウイルス感染症の対応を下記のとおりといたします。

５類感染症への移行後におきましても、学校内での感染拡大を防止するためには、外部からウイルスを持ち込まないことが重要であり、各学校においては、時々の感染状況に応じた感染症対策を講じてまいりますので、ご理解ご協力くださいますようお願いいたします。
記
１　学校における出席停止措置の取扱い及び留意事項
〇 新型コロナウイルス感染症への感染が確認された児童生徒等に対する出席停止の期間は、「発症した後五日を経過し、かつ、症状が軽快した後一日を経過するまで」を基準とします。
※ 無症状の感染者に対する出席停止の期間の取扱いについては、検体を採取した日から５日を経過するまでを基準とします。
〇 「症状が軽快」とは、従来の社会一般における療養期間の考え方と同様、解熱剤を使用せずに解熱し、かつ、呼吸器症状が改善傾向にあることを指します。
〇 「発症した後五日を経過」や「症状が軽快した後一日を経過」については、発症した日や症状が軽快した日の翌日から起算します。
〇 出席停止解除後、発症から１０日を経過するまでは、当該児童生徒に対してマスクの着用を推奨します。学校では、児童生徒等の間で感染の有無やマスクの着用の有無によって差別・偏見等がないよう、適切に指導を行います。
〇 施行規則第１９条第２号のただし書の規定により、同号で示す基準より出席停止の期間を短縮することは、新型コロナウイルス感染症においては、基本的に想定されません。
〇 令和５年５月８日前に新型コロナウイルス感染症への感染が確認された児童生徒等についても、同日以降は改正後の出席停止の期間の基準が適用されます。
＜学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令（令和５年文部科学省令第２２号）より＞
※ これまでと同様、出席停止の期間を経て登校する際には、出席停止解除証明書や陰性証明書を学校に提出する必要はありません。
※ アレルギー疾患等や軽微な症状を除き、発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状がある場合には、自宅で休養することが重要であり、無理をして登校しないようにしましょう。（欠席の取扱いとなります）
２　学級閉鎖等の基準
〇 学校において感染者が発生した場合に、学校の全部又は一部の臨時休業を行う必要性については、学校保健安全法施行規則第１８条第１項第２号に定められている感染症（インフルエンザや流行性耳下腺炎等）と同様に、学校医の助言等を踏まえて期間や範囲を決定する。
※ これまで学校関係者（園児児童生徒・教職員等）の感染が確認された場合は、当該学校の保護者のみに公表してきましたが、今後はインフルエンザ等と同様に、学級閉鎖等を実施する場合に公表いたします。
３　健康観察表について
〇 文部科学省による「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」に基づき、児童生徒等が登校時に提出する健康観察表は不要とします。
